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執筆者紹介
ー木 治 本学教授（文学部•仏文学）
小方厚彦 本学助教授（文学部•仏文学）
前原昌仁 本学専任講師（文学部•仏文学）
山方達雄 本学講師
後 記
いよいよ多年の懸案であった関西大学仏文学会の雑誌「仏語•仏文学」を発刊でき
るようになったことは誠によろこばしい。これでわれわれの研究発表の機関が在来の
「関西大学文学論集」と合せて二つとなり、教室の全員が発表するのに今のところ
どうにか間にあうらしい。現に今回にも本誌には四名のものが執筆したが、 「文学論
集」の方にも
<: Prononciation de la letfre X~ について
目黒三郎（本~教授）
<: Cartulaire des Templiers de Vaour~ の動詞
高塚洋太郎（本学助教授）
<: Les Faux-Monnayeurs~ の社会性
重本利一（本学専任講師）
モリエールに於ける過去時称 9
大川克夫（本学専任講師）
と以上の四氏がそれぞれの研究を発表されている。もっともこの両誌への執筆者の配
分は論文のページ数その他の全く外的な事備の結果であって、決して固定したもので
はない。おそらく次号にはかなりの変更があるだろう。それにしても毎年一回は必ず
発表を、ということは筆者の如吾怠け者には空おそろしい気がする。しかしこうでも
しなければわれわれの知的動脈硬化は遂に救い難いものとなり果てるであろうから。
なお、本誌の題字を元学長岡野留次郎博士にお願いしたところ御病気中にもかかわ
らず御快諾、揮竜していただいたことは関係者一同深く惑謝するところである。厚く
御礼を申上げたい。 （三木）
(125) 
関西大学仏文学会々則
1. 本会は関西大学仏文学会と称し、事務所を関西大学仏文科研究室
に置く。
2. 本会は仏語•仏文に関する研究、発表及びこれに関連する事業を
行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語仏文学」の発行
2. 研究会・購演会の開拙
3. その他必要と認めた事業
4. 本会の会員は、仏文科の専任教官、非常勤教官、卒業生、在学生、
および本会の趣旨に賛同する者とする。
5. 本会に次の役員を囮く。その任期は 1年とし、重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委貝 若千名
3. 幹事 若千名
委貝、幹事はそれぞれ編集・庶務・会計の事務を分掌し、会長
はこれを統理する。
6. 会員は以上の目的を達成するため、年額200円の会費を納入する。
7. 会員は機関誌「仏語仏文学」の配布をうけ、その他本会のおこ
なう事業に参加することができる。
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